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テクノロジーとメディアで未来へ
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AIロボット

自動運転

スマート工場

クリーンエネルギー ゲノム

VR / AR

通貨革命

IoT

テクノロジーの進化は加速し、世界の産業構造が激変
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テクノロジーによって
我々の生活はより便利に、より豊かになっていく
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そして

テクノロジーメディアNo.1へ

アイティメディアは
テクノロジーによる変革を分かりやすく世に伝え、
メディアの革新を通じて情報革命を実現し、
社会に貢献する
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アイティメディアでは、先端テクノロジーのトレンドをいち早く捉え
分かりやすく解説



当社のメディア一覧
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1. スマート＆ソーシャル

3. 先端テクノロジー、ビジネス

2. 専門メディア、リードジェン

4. 非連続



当社のビジネスモデル
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リードジェン事業メディア広告事業

テクノロジーに特化した専門情報メディア群を運営

 専門情報メディア上の広告枠の販売
 メディアコンテンツを活用した企画の提案

データの蓄積・活用

 専門メディア群から得られるデータを活用し、
マーケティング活動に不可欠な見込み顧客リスト
を提供

会員登録
データ

行動履歴
データ

74万人月間2億PV



新たなメディアモデルの開発
領域拡大

データドリブン
テクノロジーによる事業強化

2018年度 中期戦略概要

1. スマート&ソーシャル
→成長の柱。経営資源投入で成長スピードを最大化

ITmedia DMP
提供開始

2. 専門メディア、リードジェン
→エンゲージメントを強化し、着実な成長を実現
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LBP本格稼働
「アイティクラウド」にて
新規事業を立ち上げ

成長を支える土台

3. 先端テクノロジー、ビジネス
→最先端のテクノロジーを世に啓蒙
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取り組み① スマート&ソーシャル
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スマート&ソーシャルに特化した「ねとらぼ」

 スマートフォンの爆発的な普及
 ソーシャルメディアの隆盛

取り組み①

今気になる、人に話したい
旬のネタを届けるネットニュースサイト

背景

ねとらぼの戦略

効果

 スマホからの閲覧に特化
 話題になりやすい旬ネタ中心

 SNSを通じた情報拡散による読者拡大

ねとらぼ公式が、
Twitterで最も使われたアカウント
2017年 年間 総合1位 獲得
（Twitter Japan社発表 2017年12月）
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拡大を続ける「ねとらぼ」

2011年4月（開設） 2018年5月

■PV数 売上高

2018年1月

過去最高 約1.8億PVPV数の増加とともに
メディアの認知・影響力が高まり、
ネイティブアドなどの広告収入が増加

取り組み①
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ねとらぼが開拓する新たな顧客層

ネイティブアド（記事広告）を通して、大手食品やインフラ、自動車関連企業など、
ナショナルクライアントがねとらぼに注目

テレビ広告費がネットに振り分けられる時代に、
ねとらぼがその受け皿となる

株式会社
三井住友銀行

ウォルト・ディズニー・
ジャパン株式会社

東海旅客鉄道
株式会社

日本コカ・コーラ
株式会社

日産自動車
株式会社

取り組み①
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ねとらぼが目指す姿

①メインブランドの立ち上げ、
ブランドの基礎確立

②テーマ特化型サブブランド
展開によるカバー領域拡大

③あらゆるテーマを押さえた
総合ニュースサイトへと育成

スマート＆ソーシャルに最適化された総合ニュースサイト

取り組み①
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取り組み② 専門メディア、リードジェン
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リードジェン事業拡大の背景

見込み顧客
の発見
（コンタクト）

継続した
営業活動

（コミュニケーション）

商談化

当社サービスはマーケティングに必要不可欠な「基礎燃料」

当社が高品質な見込み顧客データを提供

デジタルツールによる統合管理
マーケティングオートメーション

取り組み②
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オンラインメディアならではのビジネスモデル

①会員登録制の
法人向けIT製品情報サイト
（専門メディア）
を読者向けに提供

②誰がいつどのような
製品を検討しているのか
行動履歴をもとに把握

③顧客から依頼を受け、
特定製品の
見込み顧客をあぶりだす

IT製品選択のためのベストプレイス
としてのメディアを運営

IT製品バイヤーが集合 見込み顧客の発見

取り組み②
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M&Aや協業を積極的に行い、事業を拡大

2009

2006

2012

2015

2016

米国の先進的なノウハウを活用

システム開発会社向けの
サービス開始

M&Aにより圧倒的な
シェア獲得

デジタルマーケティング領域に拡大

産業テクノロジー領域に拡大

「展示会のクラウド化」バーチャルイベントソリューションの提供

取り組み②

再成長に向けた戦略
 リソースの強化（人員の投入、テクノロジー基盤整備）
 デジタルマーケティングの幅を広げる（協業8社）

2018
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リードジェン再成長に向けた取り組み①

 メディアごとに異なっていたシステムを統合することで、
業務効率化、キャンペーン工数削減を実現

 当社に蓄積されたノウハウを集約したシステム
 顧客の利便性向上

これまでリードジェンサービスを
提供してこなかったメディアでも
リードジェンを展開可能に

LBP

メディア共通プラットフォーム
「LBP （LeadGen. Business Platform）」導入

2018～2019
当社内 他メディアに順次拡大

20XX～
外部メディアとの連携

2017～2018
リードジェン基盤を統合

取り組み②



 カスタマーサクセスを意識した協業を実施
 顧客のマーケティングプロセスへの関与領域を拡大
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リードジェン再成長に向けた取り組み②

リリース日 協業企業

2017年05月30日 株式会社ランドスケイプ

2017年06月01日 ターゲットメディア株式会社

2017年06月02日 株式会社ジェイアール東海エージェンシー

2017年06月21日 株式会社ネクスウェイ

2017年07月31日 toBeマーケティング株式会社

2017年10月10日 株式会社ビズオーシャン

2017年10月11日 Peatix Japan株式会社

2018年02月28日 デジタル・アドバタイジング・コンソーシアム株式会社（DAC社）

2017年度 協業企業一覧

取り組み②



20

コーポレートの動き
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合弁会社「アイティクラウド株式会社」設立

レビューメディア事業

アイティクラウド株式会社（持分法適用）

×

ソフトバンク コマース＆サービス株式会社と当社の間で、クラウド製品をはじめとする
IT製品の選択・導入に役立つ製品レビューメディア事業を目的とする合弁会社を設立

出資比率

40%

出資比率

60%

IT選びに、革新と確信を



* 市場変更の審査では、常に最新の決算（「直前事業年度」）が審査対象となります

東京証券取引所第一部への市場変更を目指しています。
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市場変更の状況について

再度申請準備中

「直前事業年度」として
2017年３月期を対象に審査

「直前事業年度」が
2018年3月期に更新

2018年３月期 2019年３月期

2018年4月27日リリース

市場変更申請を推進
2018年5月31日リリース

手続き上、一旦取り下げ

◆市場変更の状況

（本日の定時株主総会にて
2018年3月期決算が確定）

2018年6月28日（決算が確定
となる株主総会）までの承認が
難しいと判断 *




